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-單 字熟悉度與學習者的語彙能力的影響  

陳 相 州  

東 吳 大 學 日 本 語 文 學 系  助 理 教 授  

 

摘 要  

 

  本 研 究 的 目 的 為 釐 清 單 字 熟 悉 度 對 於 台 灣 日 語 學 習 者 在

處 理 日 語 漢 字 兩 字 熟 語 時 的 影 響 程 度 ， 以 及 其 影 響 是 否 會 因

學 習 者 本 身 的 日 語 語 彙 能 力 高 低 而 有 所 不 同 。 本 研 究 的 結 果

歸 結 如 下 。  

①  台 灣 日 語 學 習 者 在 認 知 日 語 漢 字 兩 字 熟 語 時 ， 會 受 到 本 身

對 於 該 單 字 的 熟 悉 程 度 高 低 的 影 響 。 特 別 是 對 於 日 語 語 彙

能 力 低 的 學 習 者 而 言 ， 其 所 受 的 影 響 較 大 ， 在 處 理 熟 悉 度

高 的 單 字 時 的 速 度 及 正 確 性 都 遠 優 於 熟 悉 度 低 的 單 字 。  

②  台 灣 日 語 學 習 者 的 日 語 語 彙 能 力 的 差 異 僅 會 影 響 單 字 熟 悉

度 低 的 日 語 漢 字 兩 字 熟 語 的 認 知 處 理 。  

  從 以 上 的 結 果 我 們 得 知 在 日 語 教 育 現 場 上 正 視 日 語 漢 字

兩 字 熟 語 學 習 的 重 要 性 。  

 

關 鍵 詞：日 語 漢 字 兩 字 熟 語、台 灣 日 語 學 習 者、單 字 熟 悉 度 、

學 習 者 的 語 彙 能 力  
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t h e  J a p a n e s e  L e a r n e r s  i n  Ta i w a n :   
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a n d  T h e i r  Vo c a b u l a r y  C o mp e t e n c e   

C h e n ,  S h i a n g - J o u  

A s s i s t a n t  P r o f e s s o r ,  D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e  L a n g u a g e  a n d  

C u l t u r e ,  S o o c h o w  U n i v e r s i t y  

 

A b s t r a c t  

 

  T h e  p u r p o s e  o f  t h i s  s t u d y  i s  t o  e x p l o r e  t h e  i n f l u e n c e  o f  t h e  

w o r d  f a m i l i a r i t y  o f  t h e  J a p a n e s e  l e a r n e r s  i n  Ta i w a n  o n  h o w  

t h e y  p r o c e s s  J a p a n e s e  k a n j i - w o r d s ,  a n d  w h e t h e r  t h i s  i n f l u e n c e  

i s  d i f f e r e n t  f o r  l e a r n e r s  o f  d i f f e r e n t  J a p a n e s e  v o c a b u l a r y  

c o m p e t e n c e .  T h e  r e s e a r c h  r e s u l t s  o f  t h i s  s t u d y  a r e  s u m m a r i z e d  

b e l o w.  A t  f i r s t ,  t h e  c o g n i t i o n  o f  J a p a n e s e - k a n j i  w o r d s  i s  

i n f l u e n c e d  b y  l e a r n e r s ’ f a m i l i a r i t y  w i t h  t h o s e  w o r d s .  T h e  

i n f l u e n c e  i s  l a r g e r  f o r  l e a r n e r s  o f  r a t h e r  l o w  J a p a n e s e  

v o c a b u l a r y  c o m p e t e n c e .  T h e s e  l e a r n e r s  c a n  p r o c e s s  h i g h l y  

f a m i l i a r  w o r d s  m u c h  f a s t e r  a n d  m o r e  c o r r e c t l y  t h a n  u n f a m i l i a r  

w o r d s .  S e c o n d l y,  t h e  J a p a n e s e  v o c a b u l a r y  c o m p e t e n c e  o f  t h e  

J a p a n e s e  l e a r n e r s  i n  Ta i w a n  c a n  o n l y  i n f l u e n c e  t h e i r  c o g n i t i v e  

p r o c e s s i n g  o f  J a p a n e s e  k a n j i - w o r d s  w h i c h  t h e y  a r e  n o t  f a m i l i a r  

w i t h .   

  T h e  r e s u l t s  a b o v e  s h o w  t h e  i m p o r t a n c e  o f  p u t t i n g  e m p h a s e s  

o n  l e a r n i n g  J a p a n e s e  k a n j i - w o r d s  i n  J a p a n e s e  e d u c a t i o n .  

 

K e y w o r d s :  J a p a n e s e  K a n j i - w o r d s ,  Ta i w a n e s e  J a p a n e s e  l e a r n e r s ,  

w o r d  f a m i l i a r i t y,  v o c a b u l a r y  c o m p e t e n c e  
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要 旨  

 

 本 研 究 の 目 的 は 、 単 語 の 親 密 度 が 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の

日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 認 知 処 理 に 如 何 な る 影 響 を 与 え る の

か を 究 明 し 、 ま た そ の 影 響 の 度 合 い は 学 習 者 自 身 の 日 本 語

の 語 彙 力 の 違 い に よ っ て 相 違 が 見 ら れ る の か を 明 ら か に す

る こ と で あ る 。 そ の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

①  台 湾 人 日 本 語 学 習 者 が 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 認 知 す る 際

に 、 日 本 語 の 単 語 親 密 度 に よ る 影 響 が 見 ら れ た 。 特 に 、

日 本 語 の 語 彙 力 の 低 い 学 習 者 に と っ て は 、 そ の 影 響 が 大

き く 、 単 語 親 密 度 の 低 い も の に 比 べ て 単 語 親 密 度 の 高 い

日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 迅 速 に 、 か つ 正 確 に 処 理 す る こ と

が で き る 。  

②  台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 語 彙 力 に よ る 影 響 は 、 単 語

親 密 度 の 低 い 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の み に 観 察 さ れ た 。  

 こ れ ら の 結 果 か ら 、 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 二

字 熟 語 の 学 習 の 重 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

  

キ ー ワ ー ド ： 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 、 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 、

単 語 親 密 度 、 学 習 者 の 語 彙 力   
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-単 語親密度と学習者の語彙力による影響  

陳 相 州  

東 呉 大 学 日 本 語 学 科  助 理 教 授  

 

1 .は じ め に  

 語 彙 の 認 知 過 程 を 研 究 す る 心 理 言 語 学 の 立 場 で は 、 人 間

の 脳 内 に 心 的 辞 書 （ ment a l  l e x i c o n） と い う も の が あ る と

仮 定 し 、 そ こ に は 語 彙 の 書 字 表 象 （ orth og r a p h i c  

r e p r e s e n t a t i o n ） 、 音 韻 表 象 （ pho n o l o g i c a l  

r e p r e s e n t a t i o n）、 意 味 表 象 （ sema n t i c  r e p r e s e n t a t i o n）

と い っ た 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。 人 間 が 言 語 を 産 出 し た り

受 容 し た り す る 際 に は 、 心 的 辞 書 へ の ア ク セ ス や 検 索 、 取

り 出 し な ど の 作 業 が 繰 り 返 し て 行 わ れ て い る 。  

 外 国 語 学 習 者 の 場 合 で は 、 脳 内 に 既 に 母 語 の 心 的 辞 書 が

あ る ほ か に 、外 国 語 の 心 的 辞 書 も 存 在 し て い る は ず で あ る 。

し か し 、 母 語 の 心 的 辞 書 と 外 国 語 の 心 的 辞 書 と の リ ン ク に

は 様 々 な 要 因 が 関 わ っ て お り 、 未 だ 解 明 し て い な い と こ ろ

が た く さ ん 残 さ れ て い る 。  

 日 本 語 と 中 国 語 は 言 語 類 型 的 に は 異 な る タ イ プ の 言 語 で

あ る が 、 日 本 語 は 中 国 と の 歴 史 的 交 流 を 通 じ て 多 く の 漢 字

語 が 中 国 語 か ら 書 字 や 音 韻 を 借 用 し 、 意 味 が 共 有 さ れ る こ

と に な っ て い る 。 そ の た め 、 中 国 語 を 母 語 と す る 日 本 語 学

習 者 は ほ か の 言 語 の 日 本 語 学 習 者 よ り 日 本 語 の 漢 字 語 を 効

率 的 に 処 理 す る こ と が 可 能 と な る と 考 え ら れ る 。 更 に 、

Yok o s a w a & U m e d a（ 19 8 8） の 調 査 で は 、 日 本 語 の 国 語 辞 典 に

掲 載 さ れ た 語 彙 の う ち の お よ そ 70%は 日 本 語 の 漢 字 二 字 熟

語 で あ る 。 そ れ な ら ば 、 学 習 者 の 母 語 で あ る 中 国 語 の 語 彙

知 識 は 日 本 語 の 語 彙 理 解 に 大 き く 役 立 つ は ず で あ る 。  

 本 研 究 の 目 的 は 、 単 語 認 知 に 関 わ る 要 因 の 1 つ で あ る 単
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語 親 密 度 が 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 認

知 処 理 に 如 何 な る 影 響 を 与 え る の か を 究 明 し 、 ま た そ の 影

響 の 度 合 い は 学 習 者 自 身 の 日 本 語 の 語 彙 力 の 違 い に よ っ て

相 違 が 見 ら れ る の か を 明 ら か に す る こ と で あ る 。  

 

2 .先 行 研 究  

 中 国 語 を 母 語 と す る 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 語 の 認 知

処 理 の 相 違 を 実 証 す る も の に は 玉 岡 ・ 宮 岡 ・ 松 下 （ 200 2）

や 大 和 （ 201 1） な ど の 研 究 が 挙 げ ら れ て い る 。  

 玉 岡 ・ 宮 岡 ・ 松 下 （ 200 2） は 、 ① 同 形 同 義 語 、 ② 日 本 語

に は あ る が 、 中 国 語 に は な い 異 形 同 義 語 、 ③ 中 国 語 に は あ

る が 、 日 本 語 に は な い 異 形 同 義 語 の 3 つ に 分 類 し 、 超 級 レ

ベ ル の 中 日 バ イ リ ン ガ ル に 対 し て 語 彙 性 判 断 課 題 を 行 い 、

単 語 の タ イ プ が 視 覚 的 な 語 彙 の 認 知 処 理 の 影 響 を 検 討 し た 。

そ の 結 果 、 反 応 時 間 の 面 で は ① 同 形 同 義 語 の ほ う が 速 か っ

た が 、 誤 答 率 の 面 で は ③ 中 国 語 に は あ る が 、 日 本 語 に は な

い 異 形 同 義 語 の 誤 答 率 が 高 か っ た 。  

 大 和 （ 201 1） で は 、 中 国 語 を 母 語 と す る 日 本 語 学 習 者 が

日 本 語 の 漢 字 語 を ど の く ら い 効 率 的 に 処 理 で き る の か を 測

定 し 、 中 国 語 の 母 語 の 語 彙 知 識 と 日 本 語 の 語 彙 力 が 漢 字 語

の 語 彙 処 理 に ど う 影 響 す る の か を 検 討 し た 。 実 験 に 用 い た

正 し い と 判 断 す べ き 日 本 語 の 漢 字 語 は 日 本 語 能 力 試 験 の 出

題 基 準 の 3・ 4 級 に 提 出 さ れ て い る「 難 易 度 の 低 い 語 」と 同

基 準 の 1・ 2 級 に 提 出 さ れ て い る「 難 易 度 の 高 い 語 」か ら な

る も の で あ る 。 そ の 結 果 、 日 本 語 の 漢 字 語 の 処 理 速 度 は 、

日 本 語 の 語 彙 力 の 豊 富 さ に 関 連 が な い が 、 日 本 語 と し て 正

し い 漢 字 語 で あ る か ど う か の 最 終 的 な 判 断 に お い て は 、 日

本 語 の 語 彙 知 識 が 強 く 影 響 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 

 こ れ ま で の 先 行 研 究 を 概 観 す る と 、 先 行 研 究 の 多 く は 刺

激 語（ sti m u l u s  w o r d s）を 選 択 す る 際 に 、単 語 の 親 密 度（ word 
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f a m i l i a r i t y）に よ る 影 響 を 考 慮 し て い な か っ た と い う 問 題

点 が あ る 。 心 理 言 語 学 の 実 験 に 用 い る 刺 激 語 の 単 語 特 性 を

統 制 す る 必 要 性 に つ い て 、 天 野 ・ 近 藤 （ 199 9） は 次 の よ う

に 指 摘 し て い る 。  

 

  も し 、 こ れ ら の 特 性 を 統 制 し な け れ ば 、 検 証 対 象 で あ

る 主 要 因 が 検 出 で き な く な る ば か り で な く 、 本 来 関 係

の な い 特 性 に よ る デ ー タ の 変 動 を 主 要 因 に よ る 変 動 で

あ る と 誤 認 し 、 誤 っ た 結 論 を 導 く 危 険 性 が 高 く な る 。  

（ 天 野 ・ 近 藤 199 9： Ⅴ ）  

 

 母 語 話 者 を 対 象 と し た 研 究 は も ち ろ ん の こ と 、 様 々 な 要

因 に 影 響 さ れ や す い 学 習 者 の 場 合 で は 更 な る 注 意 を 払 う 必

要 が あ る と 思 わ れ る 。 単 語 の 親 密 度 は 、 単 語 の 馴 染 み 度 を

示 す 概 念 （ Ric h a r d s 1 9 7 0、 横 川 200 6、 松 島 200 9） で あ り 、

心 理 言 語 学 実 験 の 言 語 刺 激 を 統 制 す る 際 に よ く 用 い ら れ る

も の で あ る 。 親 密 度 の 高 い 単 語 は 心 的 辞 書 に あ る 表 象 間 の

連 結 が 強 ま り 、 処 理 が 速 く な る と 考 え ら れ る 。  

 中 国 語 を 母 語 と す る 学 習 者 に 対 し て 実 験 を 行 っ た 先 行 研

究 の 中 で 、 単 語 親 密 度 を 要 因 と し て 統 制 し た 数 少 な い 研 究

（ 小 森 201 0） で も 、 日 本 人 の 単 語 親 密 度 の 値 を 用 い た 1が 、

学 習 者 の も の で は な い 。 単 語 親 密 度 の 効 果 （ fam i l i a r i t y  

e f f e c t） は Ric h a r d s（ 19 7 0） が 指 摘 し た よ う に 、 そ の 人 の

社 会 的 ・ 文 化 的 背 景 に よ り 異 な り 、 母 語 話 者 と 異 な る 様 相

を も つ 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。 実 際 に 陳 （ 2013） の 考

察 結 果 か ら も わ か る よ う に 、 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 と 日 本 人

母 語 話 者 が 評 定 し た 日 本 語 単 語 の 親 密 度 の 値 に は 中 程 度 の

相 関 が あ り 、 異 な る 様 相 が 呈 さ れ て い る 。  

                                                      
1  『 N T T デ ー タ ベ ー ス シ リ ー ズ  日 本 語 の 語 彙 特 性 』 を 利 用 し た 。  
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 そ こ で 、本 研 究 で は 日 本 語 の 漢 字 二 字 熟 語 に 焦 点 を 当 て 、

台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 単 語 親 密 度 が 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の

認 知 処 理 に 与 え る 影 響 を 分 析 し て 考 察 す る 。 ま た 、 そ の 結

果 は 学 習 者 の 日 本 語 の 語 彙 力 に よ っ て 異 な る の か を 検 証 す

る 。  

 

3 .リ サ ー チ ・ ク エ ス チ ョ ン  

 本 研 究 で は 、 以 下 の よ う な リ サ ー チ ・ ク エ ス チ ョ ン を 設

け る 。  

①  台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 認 知 処 理 に

お い て は 、 学 習 者 の 日 本 語 単 語 親 密 度 は 処 理 の 迅 速 さ と

正 確 さ に 如 何 な る 影 響 を 与 え る の か 。  

②  そ の 調 査 結 果 は 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 の 語 彙 力 に

影 響 を 受 け る の か 。 す な わ ち 、 日 本 語 語 彙 力 が 高 い 台 湾

人 日 本 語 学 習 者 と 日 本 語 語 彙 力 が 低 い 台 湾 人 日 本 語 学 習

者 と の 間 に 結 果 の 違 い が あ る の か 。  

 以 上 の 2 点 の リ サ ー チ ・ ク エ ス チ ョ ン に つ い て 、 語 彙 性

判 断 課 題 を 用 い て 検 討 す る 。 語 彙 性 判 断 課 題 と は 、 実 験 協

力 者 に タ ー ゲ ッ ト の 文 字 列 を 呈 示 し 、 そ れ が 日 本 語 の 語 彙

か 否 か を で き る だ け 正 確 に 速 く 判 断 し て も ら う と い う 実 験

で あ る 。  

 

4 .リ サ ー チ ・ デ ザ イ ン  

4 .1 .実 験 協 力 者  

 本 研 究 で は 台 湾 国 内 の 大 学 に 在 籍 し 、 日 本 語 学 習 歴 2 年

以 上 の 学 生 61 名（ 男 性 10 名 、女 性 51 名 ）を 実 験 協 力 者 と

す る 。実 験 協 力 者 の 平 均 年 齢 は 22 歳 2 ヶ 月（ 標 準 偏 差 3 歳

1 ヶ 月 ） で あ り 、 平 均 日 本 語 学 習 歴 は 4 年 2 ヶ 月 （ 標 準 偏

差 1 年 8 ヶ 月 ） で あ る 。  
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4 . 2 .語 彙 力 の 判 定  

 実 験 協 力 者 を 上 位 群 と 下 位 群 に 分 け る た め 、 日 本 語 の 語

彙 テ ス ト （ 宮 岡 ・ 玉 岡 ・ 酒 井 20 11） を 実 験 協 力 者 61 名 全

員 に 課 し た 。 こ の テ ス ト は 日 本 語 の 語 彙 知 識 を 偏 り な く 均

等 に 問 い 、 1 問 1 点 で 48 点 が 満 点 と な る テ ス ト で あ る 。 こ

の テ ス ト の 実 験 協 力 者 全 員 の 平 均（ M）は 31. 5 7 点 で 、標 準

偏 差（ SD）は 7.72 点 で あ っ た 。そ こ で 、平 均 に 近 い 整 数 で

あ る 31 点 を 基 準 と し て 、 そ の 前 後 2 点 、 す な わ ち 29 点 か

ら 33 点 の 実 験 協 力 者 の デ ー タ を 排 除 し 、 34 点 以 上 の 実 験

協 力 者 を 上 位 群 、 28 点 以 下 の 実 験 協 力 者 を 下 位 群 に し た 。

そ の 結 果 、上 位 群 に 分 類 さ れ た 実 験 協 力 者 は 28 名（ M=3 8 . 7 5

点 、 SD= 3 . 5 4 点 ）、 下 位 群 に 分 類 さ れ た 実 験 協 力 者 は 24 名

（ M=2 3 . 2 9 点 、SD = 2 . 4 2 点 ）と な っ た 。こ の よ う に 区 分 さ れ

た 上 位 群 と 下 位 群 の 実 験 協 力 者 の 間 に 日 本 語 の 語 彙 力 に 有

意 な 差 が あ る こ と を 独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定

（ Ind e p e n d e n t - S a m p l e  T  t e s t ） で 確 認 し た

[t( 4 7 . 7 8 4 ) = 1 8 . 5 6 6 ,  p < . 0 0 1 * * * ]。 つ ま り 、 上 位 群 の 実 験

協 力 者 （ 以 下 、 上 位 群 学 習 者 ） は 下 位 群 の 実 験 協 力 者 （ 以

下 、 下 位 群 学 習 者 ） よ り 日 本 語 の 語 彙 力 が 優 れ て い る こ と

が 言 え よ う 。  

 

4 . 3 .刺 激 語 の 選 択 材 料  

 本 研 究 で は ま ず 、 刺 激 語 の 選 択 材 料 と し て 、 陳 （ 201 4）

が 構 築 し た 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 単 語 親 密 度 デ ー タ

ベ ー ス を 利 用 し た 。 陳 （ 201 4） は 887 名 の 日 本 語 学 習 歴 2

年 以 上 の 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 を 対 象 と し 、『 現 代 日 本 語 書 き

言 葉 均 衡 コ ー パ ス （ BCC W J）』 と 『 日 本 語 話 し 言 葉 コ ー パ ス

（ CSJ）』に あ る 出 現 頻 度 順 位 の も っ と も 高 い 300 0 語 の 日 本

語 単 語 に 対 し て 7 段 階 の 単 語 親 密 度 評 定 調 査 を 行 っ た も の

で あ る 。  
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 次 に 、 邱 （ 200 3） に 倣 い 、 日 本 語 音 と 日 本 語 漢 字 二 字 熟

語 の 形 態 と の 連 結 強 度 に 着 目 し 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 分

類 す る 。 日 本 語 音 面 で は 中 国 語 か ら の 借 用 語 を 音 読 語 、 日

本 語 に 固 有 の も の を 訓 読 語 と し 、 形 態 面 で は 書 字 と 意 味 が

中 国 語 と 同 じ 単 語 を 同 根 語 、 中 国 語 に 存 在 し な い 単 語 を 非

同 根 語 と し て い る 。 し か し な が ら 、 陳 （ 201 4） の 日 本 語 単

語 親 密 度 デ ー タ ベ ー ス に は 訓 読 み の 同 根 語 の 数 が 少 な く 、

刺 激 語 の 選 定 が 難 し い 。 そ の た め 、 本 研 究 で は 日 本 語 の 漢

字 二 字 熟 語 を「 音 読 み・同 根 語 」、「 音 読 み・非 同 根 語 」、「 訓

読 み ・ 非 同 根 語 」 の 三 つ の 種 類 に 分 け た 。  

 「 音 読 み ・ 同 根 語 」 と 「 音 読 み ・ 非 同 根 語 」 の 日 本 語 漢

字 二 字 熟 語 の 認 定 に つ い て は 、『 中 国 語 と 対 応 す る 漢 語 』（ 文

化 庁 197 8） と 『 漢 字 音 読 語 の 日 中 対 応 』（ 文 化 庁 198 3） の

両 方 で 、そ れ ぞ れ S 語（ Sam e）と N 語（ Not h i n g）と し て 扱

わ れ い る も の だ け を 選 ん だ 2。『 漢 字 音 読 語 の 日 中 対 応 』（ 文

化 庁 198 3）の 記 述 に よ る と 、S 語（ Sam e）と N 語（ Not h i n g）

は 日 本 語 と 中 国 語 と の 対 応 が 単 純 な も の で 、 S 語 （ Sam e）

は 「 鉛 筆 （ 日 ）＝ 鉛 筆 （ 中 ）」 の よ う に 、 日 本 語 の 漢 字 書 き

を 中 国 語 と し て 理 解 し て も よ い も の で あ る が 、N 語（ Not h i n g）

は 「 野 球 （ 日 ）＝ 棒 球 （ 中 ）」 の よ う に 、 日 本 語 の 漢 字 書 き

と 同 じ 中 国 語 が 存 在 し な い も の で あ る 。一 方 、「 訓 読 み ・ 非

同 根 語 」 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 に つ い て は 、 日 本 語 形 態 素

分 析 ソ フ ト 『 茶 ま め 』 を 台 湾 人 日 本 語 単 語 親 密 度 デ ー タ ベ

ー ス に か け て 和 語 で あ る も の を 抽 出 し 、 書 字 が 中 国 語 に 存

在 し な い も の を 選 ん だ 。  

 

                                                      
2  他 に は D 語 （ D i f f e r e n t ） と O 語 （ O v e r l a p ） が あ る 。『 中 国 語 と 対

応 す る 漢 語 』（ 文 化 庁 1 9 7 8 ） に よ る と 、 D 語 は 「 曖 昧 」、「 汽 車 」 の

よ う な 日 中 両 国 語 に お け る 意 味 が 著 し く 異 な る も の で あ り 、 O 語 は

「 横 断 」、「 是 非 」 の よ う な 日 中 両 国 語 に お け る 意 味 が 一 部 重 な っ て

い る が 、 両 者 の 間 に ず れ の あ る も の で あ る 。 実 験 協 力 者 の 認 知 負 担

を 軽 減 す る た め に 、 本 研 究 で は D 語 と O 語 を 分 析 対 象 外 に し た 。  
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4 . 4 .刺 激 語 の 語 彙 特 性 の 統 制  

 本 研 究 で は 刺 激 語 を 選 定 す る 際 に 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語

の （ 1） 親 密 度 の 高 低 、（ 2） 総 画 数 、（ 3） 異 形 度 の 三 つ の 要

因 の 影 響 を 考 慮 し た 。  

 （ 1）の 親 密 度 の 高 低 は 、陳（ 2014）の 親 密 度 調 査 に よ っ

て 高 低 に 分 け ら れ た 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 か ら 、「 音 読 み・同

根 語 」、「 音 読 み ・ 非 同 根 語 」、「 訓 読 み ・ 非 同 根 語 （ 以 下 、

訓 読 語 ）」の 高 親 密 度 群 を 各 6 語 、低 親 密 度 群 を 各 6 語 選 定

し 、 そ れ ぞ れ 12 セ ッ ト ず つ 計 36 語 用 意 し た 。 刺 激 語 と な

る 36 語 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 親 密 度 評 定 値 に つ い て 、 3

（ 漢 字 二 字 熟 語 の 種 類 ）×2（ 親 密 度 の 高 低 ）の 分 散 分 析 を

行 っ た 。 そ の 結 果 を 以 下 の 表 に ま と め た 。  

 

表 1 刺 激 語 の 親 密 度 評 定 値 に 対 す る 検 定 の 結 果  

3×2 の 分 散 分 析  

主 効

果  

漢 字 二 字 熟 語 の 種 類  

F( 2 , 3 0 ) = 1 . 7 8 1 , p = . 1 8 6 , n . s

.  

親 密 度 の 高 低  

F( 1 , 3 0 ) = 1 5 4 . 7 9 8 , p = . 0 0 0 , *

* *  

交 互

作 用  

漢 字 二 字 熟 語 の 種 類

×親 密 度 の 高 低  

F( 2 , 3 0 ) = 0 . 4 2 6 , p = . 6 5 7 , n . s

.  

 

 以 上 の 表 1 か ら わ か る よ う に 、 本 研 究 の 実 験 に 用 い る 36

語 の 刺 激 語 の 親 密 度 評 定 値 に 対 し て 行 っ た 分 散 分 析 の 結 果

は 、 親 密 度 の 高 低 の 主 効 果 の み は 有 意 で あ っ た が 、 日 本 語

漢 字 二 字 熟 語 の 種 類 に は 主 効 果 は 有 意 で は な く 、 親 密 度 の

高 低 と の 交 互 作 用 も 有 意 で は な か っ た 。 つ ま り 、 本 研 究 の

実 験 で は 刺 激 語 の 親 密 度 の 高 低 を 要 因 と し て 検 討 す る こ と

が で き 、 各 種 類 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 中 で 親 密 度 の 高 低
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群 に 適 切 に 分 け て い る こ と を 裏 付 け て い る と 言 え よ う 。  

 （ 2） の 総 画 数 は 、 Leo n g , C h e n g & M u l c a h y（ 19 8 7） が 論 じ

た よ う に 、 視 覚 的 に 提 示 さ れ た 語 彙 処 理 の 反 応 時 間 を 計 測

す る 際 に 、反 応 時 間 に 影 響 が あ る と 考 え ら れ る 。そ の た め 、

本 研 究 で は 、 各 種 類 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 総 画 数 を そ れ

ぞ れ 一 元 配 置 の 分 散 分 析 （ One - w a y  A n o v a） で 検 証 し た 。 そ

の 結 果 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 種 類 の 間 に は 有 意 な 差 が 見

ら れ な か っ た [F( 5 , 3 0 ) = 0 . 4 7 9 , p = . 7 8 9 , n . s . ]。従 っ て 、本 研

究 の 実 験 で は 刺 激 語 の 画 数 に よ る 影 響 を 排 除 で き た と 考 え

ら れ よ う 。  

 （ 3）の 異 形 度 は 、す な わ ち 日 本 語 と 中 国 語 の 書 字 的 形 態

差 異 で あ る 。 本 研 究 は 小 森 （ 201 0） に 倣 い 、 日 本 語 と 中 国

語 の 間 に 完 全 に 同 形 の 場 合 は 「 0」、 偏 旁 の い ず れ か の 一 部

が 異 な る 場 合 は 「 1」、 漢 字 全 体 が 全 く 異 な る 場 合 や 簡 体 字

に お け る 省 略 が 著 し い 場 合 （ 例 え ば 、「 無 駄 」 の 「 駄 」） は

「 2」 と 、 3 段 階 の 評 定 を 行 っ た 。 本 研 究 で 使 う 各 種 類 の 日

本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 異 形 度 を そ れ ぞ れ 一 元 配 置 の 分 散 分 析

で 検 証 し た 結 果 、有 意 差 が 得 ら れ な か っ た [F( 5 , 3 0 ) = 0 . 9 4 3 ,  

p = . 4 6 8 , n . s . ]。 よ っ て 、 異 形 度 は 本 研 究 の 実 験 結 果 に 影 響

を 与 え な い と 考 え ら れ る 。  

 以 上 の よ う に 、 本 研 究 の 刺 激 語 の 選 定 に は 日 本 語 漢 字 二

字 熟 語 の （ 1） 親 密 度 、（ 2） 総 画 数 、（ 3） 異 形 度 の 三 つ の 要

因 を 統 制 し た 。 な お 、 本 研 究 で は 、 実 験 協 力 者 に 実 験 の 意

図 を 推 測 さ せ な い よ う に 、30 語 の ダ ミ ー 語 3を 作 成 し た 。つ

ま り 、本 研 究 で は 最 終 的 に 、以 下 の 4 つ の 刺 激 組 4を 作 成 す

る こ と に な っ た 。  

                                                      

3  「 中 国 語 の み 存 在 す る 語 」（ 1 5 語 ） と 「 中 国 語 に も 日 本 語 に も 存

在 し な い 語 」（ 1 5 語 ） で あ る 。  

4  詳 細 は 付 録 を 参 照 。  
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・  （ Ⅰ ） 音 読 み ・ 同 根 語 （ 12 語 ）  

  高 親 密 度 語 ： 6 語  

  低 親 密 度 語 ： 6 語  

・  （ Ⅱ ） 音 読 み ・ 非 同 根 語 （ 12 語 ）  

  高 親 密 度 語 ： 6 語  

  低 親 密 度 語 ： 6 語  

・  （ Ⅲ ） 訓 読 語 （ 12 語 ）  

  高 親 密 度 語 ： 6 語  

  低 親 密 度 語 ： 6 語  

・  （ Ⅳ ） ダ ミ ー 語 （ 30 語 ）  

 

4 . 5 .実 験 手 順  

 本 研 究 で は 、心 理 学 実 験 ソ フ ト Sup e r l a b を 用 い て 語 彙 性

判 断 課 題 を 行 っ た 。 具 体 的 に は 、 以 下 の よ う な 手 順 で 実 験

を 進 め た 。  

①  実 験 協 力 者 に 実 験 協 力 承 諾 書 を 記 入 し て も ら っ た 。  

②  実 験 に 関 す る 説 明 を 15 イ ン チ の ノ ー ト パ ソ コ ン の 画 面

で 呈 示 し 、 そ れ を 実 験 協 力 者 各 自 に 読 ん で も ら い 、 そ の

途 中 で 質 問 な ど が あ れ ば そ れ に 応 じ た 。 最 後 に 、 で き る

だ け 速 く 正 確 に 判 断 し て も ら う よ う に 再 度 指 示 し た 。  

③  本 実 験 に 先 立 ち 、実 験 の 操 作 方 法 に 慣 れ て も ら う た め に 、

10 問 の 練 習 課 題 を 行 っ た 。  

④  実 験 の 1 試 行 の 流 れ は 次 の よ う で あ る 。 始 め に 、 画 面 中

央 に ＋ ＋ の 凝 視 点 が 呈 示 さ れ る 。 凝 視 点 が 消 失 す る と 同

時 に 刺 激 語 が そ の 位 置 に 現 れ る 。 実 験 協 力 者 に は 、 呈 示

さ れ た 刺 激 語 が 日 本 語 の 単 語 で あ る か 否 か を で き る だ け

速 く 正 確 に 判 断 し 、日 本 語 の 単 語 で あ れ ば「 Z」キ ー 、そ

う で な け れ ば「 M」キ ー を 押 す よ う に 求 め た 。な お 、本 研

究 の 実 験 協 力 者 は 全 員 、 右 利 き で あ る 。  

⑤  刺 激 語 が 呈 示 さ れ て か ら 、 キ ー が 押 さ れ る ま で の 反 応 時
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間 と そ の 判 断 の 誤 答 率 を 計 測 し た 。  

⑥  実 験 協 力 承 諾 書 の 記 入 か ら す べ て の 実 験 が 終 わ る ま で 約

15 分 で あ っ た 。  

 

5 .分 析 方 法  

5 . 1 .反 応 時 間 の 分 析 方 法  

 心 理 言 語 学 の 研 究 で は 、 反 応 時 間 を 心 的 辞 書 に ア ク セ ス

す る 速 度 の 指 標 と し 、 迅 速 で 処 理 す る こ と が で き る ほ ど そ

の 語 の 処 理 の 容 易 さ を 表 す 。 本 研 究 で は 反 応 時 間 を 分 析 す

る に あ た っ て 、 ま ず 各 実 験 協 力 者 の デ ー タ か ら 200 ミ リ 秒

以 下 500 0 秒 以 上 の 反 応 時 間 を 誤 答 と し 、分 析 か ら 除 外 し た 。

そ れ か ら 、各 実 験 協 力 者 の 平 均 反 応 時 間 か ら 標 準 偏 差 ±2.5

の 範 囲 外 に あ る 反 応 時 間 を 外 れ 値 と し て 、 各 実 験 協 力 者 の

境 界 値 で 置 き 換 え た 。 こ の 手 続 き に よ っ て 置 き 換 え ら れ た

デ ー タ は 103 項 目（ 3.0 1 %）で あ っ た 。最 後 に 、ダ ミ ー 語 を

分 析 対 象 か ら 外 し て 各 実 験 協 力 者 の デ ー タ か ら 正 し く 判 断

さ れ た 項 目 の み を 用 い て 反 応 時 間 の 分 析 を 行 っ た 。  

 

5 . 2 .誤 答 率 の 分 析 方 法  

 誤 答 率 の 観 点 か ら の 分 析 は 、 実 験 協 力 者 は ど れ ほ ど 正 確

に 語 を 処 理 す る こ と が で き る か を 検 討 す る も の で あ る 。 本

研 究 で は 、 最 初 に ダ ミ ー 語 を 排 除 し て か ら 、 実 験 協 力 者 ご

と に 各 刺 激 組 の 誤 答 率 を 出 し て み た 。 こ の よ う に 得 ら れ た

誤 答 率 の デ ー タ に は 正 規 性 の 問 題 が あ る た め 、 更 に 逆 正 弦

関 数 で 誤 答 率 の デ ー タ を 角 変 換 （ ang u l a r  t r a n s f o r m a t i o n）

し た 。 以 下 の 誤 答 率 に 関 す る 分 析 は 、 角 変 換 し た 数 値 を 用

い て 分 析 を 行 っ た 。  

 

6 .分 析 結 果  

 以 上 で 説 明 し た 反 応 時 間 と 誤 答 率 の 分 析 方 法 を 通 し 、 得
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ら れ た 上 位 群 学 習 者 の 結 果 、 下 位 群 学 習 者 の 結 果 と 両 グ ル

ー プ 間 の 比 較 結 果 を 以 下 で 述 べ る 。  

 

6 . 1 .上 位 群 学 習 者 の 結 果  

（ 1） 反 応 時 間  

 最 初 に 、 上 位 群 学 習 者 の 反 応 時 間 を 説 明 す る 。 以 下 の 表

2 は 上 位 群 学 習 者 の 反 応 時 間 の 分 析 結 果 を ま と め た も の で

あ る 。  

 

表 2 上 位 群 学 習 者 の 反 応 時 間 に 関 す る 分 析 結 果  

 

 

 上 位 群 学 習 者 の 各 刺 激 組 の 反 応 時 間 に 対 し 、 日 本 語 漢 字

二 字 熟 語 の 種 類 （ 音 読 み ・ 同 根 語 、 音 読 み ・ 非 同 根 語 、 訓

読 語 ） と 親 密 度 の 高 低 （ 高 親 密 度 、 低 親 密 度 ） に お け る 3

×2 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。そ の 結 果 、日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の

種 類 と 親 密 度 の 高 低 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た ［ F(2 , 5 4 ) =  

4 . 4 6 9 , p = . 0 1 6 , *］。 そ れ で 、 単 純 主 効 果 を 分 析 し た と こ ろ 、

（ Ⅰ ） 音 読 み ・ 同 根 語 の 刺 激 組 と （ Ⅲ ） 訓 読 語 の 刺 激 組 で

は 、 高 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 反 応 時 間 が 低 親 密 度

の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 よ り 短 い ［ F(1 , 2 7 ) = 1 2 . 8 8 5 , p = . 0 0 1 ,  
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* *； F( 1 , 2 7 ) = 2 0 . 7 4 8 , p = . 0 0 0 , * * *］。つ ま り 、（ Ⅰ ） 音 読 み ・

同 根 語 の 刺 激 組 と （ Ⅲ ） 訓 読 語 の 刺 激 組 に お い て は 、 上 位

群 学 習 者 が 親 密 度 の 高 い 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 処 理 す る 速

度 は 親 密 度 の 低 い 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 よ り 迅 速 で あ る こ と

を 示 し て い る 。一 方 、（ Ⅱ ）音 読 み ・ 非 同 根 語 の 刺 激 組 に お

い て は 、 有 意 な 結 果 が な か っ た ［ F(1 , 2 7 ) = 1 . 1 7 4 , p = . 2 8 8 ,  

n . s .］ た め 、 上 位 群 学 習 者 が （ Ⅱ ） 音 読 み ・ 非 同 根 語 の 日

本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 判 断 す る 際 の 反 応 時 間 に は 単 語 親 密 度

の 影 響 が 見 ら れ な か っ た と 言 え よ う 。  

 

（ 2） 誤 答 率  

 次 に 、 上 位 群 学 習 者 の 誤 答 率 に つ い て 説 明 す る 。 誤 答 率

を 反 応 時 間 の 分 析 と 同 様 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 種 類 （ 音

読 み ・ 同 根 語 、 音 読 み ・ 非 同 根 語 、 訓 読 語 ） と 親 密 度 の 高

低 （ 高 親 密 度 、 低 親 密 度 ） の 3×2 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。 上

位 群 学 習 者 の 各 刺 激 組 の 平 均 値 、 標 準 偏 差 及 び 分 散 分 析 の

結 果 は 、 以 下 の 表 3 に 示 し た 通 り で あ る 。  

 

表 3 上 位 群 学 習 者 の 誤 答 率 に 関 す る 分 析 結 果  
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 表 3 の 分 散 分 析 の 結 果 か ら わ か る よ う に 、 日 本 語 漢 字 二

字 熟 語 の 種 類 と 親 密 度 の 高 低 の 交 互 作 用 に は 有 意 な 結 果 が

見 ら れ た ［ F(2 , 5 4 ) = 4 . 0 1 8 , p = . 0 2 4 , *］ た め 、 単 純 主 効 果 の

分 析 を 行 っ た 。そ の 結 果 、（ Ⅰ ）音 読 み ・ 同 根 語 の 刺 激 組 と

（ Ⅲ ） 訓 読 語 の 刺 激 組 に お い て は 、 高 親 密 度 の 日 本 語 漢 字

二 字 熟 語 の 誤 答 率 が 低 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 よ り 低

い［ F(1 , 2 7 ) = 9 . 9 9 2 , p = . 0 0 4 , * *；F( 1 , 2 7 ) = 8 . 7 3 1 , p = . 0 0 6 , * *］。

す な わ ち 、 上 位 群 学 習 者 が （ Ⅰ ） 音 読 み ・ 同 根 語 の 刺 激 組

と （ Ⅲ ） 訓 読 語 の 刺 激 組 に お け る 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 処

理 す る 際 に 、 親 密 度 の 高 い 単 語 の 方 が 親 密 度 の 低 い 単 語 よ

り 正 し く 判 断 す る 傾 向 が あ る と 言 え よ う 。一 方 、（ Ⅱ ）音 読

み ・ 非 同 根 語 の 刺 激 組 に は 有 意 差 が 得 ら れ な か っ た

［ F(1 , 2 7 ) = 0 . 0 0 0 , p = 1 . 0 0 0 , n . s .］ た め 、 上 位 群 学 習 者 の 判

断 の 正 確 さ に は 単 語 親 密 度 の 影 響 が 観 察 さ れ な か っ た と 言

え る 。  

 

（ 3） ま と め  

 以 上 の 上 位 群 学 習 者 の 分 析 結 果 を ま と め る と 、 次 の よ う

で あ る 。（ Ⅰ ）音 読 み ・ 同 根 語 の 刺 激 組 と（ Ⅲ ）訓 読 語 の 刺

激 組 に お い て は 、 上 位 群 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 語

彙 性 判 断 の 迅 速 さ と 正 確 さ に は 単 語 親 密 度 の 影 響 を 受 け 、

高 い 親 密 度 の 単 語 の 方 が 低 い 親 密 度 の 単 語 よ り 速 く 正 確 に

判 断 す る 傾 向 が あ る と 言 え る 。一 方 、（ Ⅱ ）音 読 み ・ 非 同 根

語 の 刺 激 組 に お い て は 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 反 応 時 間 と

誤 答 率 に は 単 語 親 密 度 の 影 響 が 現 れ な か っ た 。  

 上 位 群 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 語 彙 性 判 断 に 単 語

親 密 度 の 影 響 が 見 ら れ た の は 、 心 的 辞 書 の 音 韻 表 象 と 書 字

表 象 が 中 国 語 に 最 も 近 い（ Ⅰ ）音 読 み・同 根 語 の 刺 激 組 と 、

中 国 語 に 存 在 し な い （ Ⅲ ） 訓 読 語 の 刺 激 組 で あ る 。 そ れ に

対 し 、 音 韻 表 象 だ け が 中 国 語 に 近 い （ Ⅱ ） 音 読 み ・ 非 同 根
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語 の 刺 激 組 に お い て は 単 語 親 密 度 の 影 響 が 観 察 さ れ な か っ

た 。 こ れ ら の こ と か ら 言 う と 、 上 位 群 学 習 者 の 認 知 処 理 で

は 、 単 語 親 密 度 が 日 中 両 言 語 間 の 書 字 表 象 と 音 韻 表 象 の 非

対 称 性 を も つ 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 語 彙 性 判 断 に 影 響 を 及

ぼ さ な い よ う で あ る 。  

 

6 . 2 .下 位 群 学 習 者 の 結 果  

（ 1） 反 応 時 間  

 前 節 で は 上 位 群 学 習 者 の 結 果 を 見 て き た が 、 こ の 節 で は

下 位 群 学 習 者 の 分 析 結 果 を 見 る 。 下 位 群 学 習 者 の 反 応 時 間

の 分 析 結 果 を 表 4 に ま と め た 。  

 

表 4 下 位 群 学 習 者 の 反 応 時 間 に 関 す る 分 析 結 果  

 

 

 下 位 群 学 習 者 の 反 応 時 間 に つ い て 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語

の 種 類 （ 音 読 み ・ 同 根 語 、 音 読 み ・ 非 同 根 語 、 訓 読 語 ） と

親 密 度 の 高 低（ 高 親 密 度 、低 親 密 度 ）に お け る 3×2 の 分 散

分 析 を 行 っ た と こ ろ 、 表 4 に 示 し た よ う に 、 両 要 因 の 交 互

作 用 は 有 意 な 結 果 が 得 ら れ た [F( 2 , 4 6 ) = 3 . 5 1 6 , p = . 0 3 8 , * ]。

そ れ で 、単 純 主 効 果 を 分 析 し た 結 果 、（ Ⅰ ）音 読 み・同 根 語 、

303



台灣日語教育學報第25号

 
 

（ Ⅱ ） 音 読 み ・ 非 同 根 語 と （ Ⅲ ） 訓 読 語 の す べ て の 刺 激 組

に お い て は 、 高 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 反 応 時 間 が

低 親 密 度 の も の よ り 短 い ［ F(1 , 2 3 ) = 3 8 . 4 7 0 , p = . 0 0 0 , * * * ；

F( 1 , 2 3 ) = 1 2 . 2 1 2 , p = . 0 0 2 , * * ； F( 1 , 2 3 ) = 1 1 . 8 6 0 , p = . 0 0 2 , * * ］。

す な わ ち 、 下 位 群 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 反 応 時 間

に は 単 語 親 密 度 の 影 響 が 見 ら れ た が 、 親 密 度 の 高 い 日 本 語

漢 字 二 字 熟 語 に 対 す る 処 理 速 度 は 親 密 度 の 低 い 日 本 語 漢 字

二 字 熟 語 よ り 速 い と 言 え よ う 。  

 更 に 重 要 な の は 、同 じ く 低 い 親 密 度 の 単 語 に し て も 、（ Ⅰ ）

音 読 み・同 根 語 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 処 理 す る 時 間 が（ Ⅲ ）

訓 読 語 よ り 遅 く な っ て い る こ と で あ る [F(2 , 4 6 ) = 5 . 1 6 4 ,  

p = . 0 0 9 , * * ]。 こ れ は 、 下 位 群 学 習 者 が 親 密 度 の 低 い 日 本 語

漢 字 二 字 熟 語 に ア ク セ ス す る 時 間 は 、 母 語 で あ る 中 国 語 の

書 字 情 報 と 音 韻 情 報 の 干 渉 （ int e r f e r e n c e） 効 果 を 受 け て

い る こ と を 示 し て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟

語 の 書 字 情 報 と 音 韻 情 報 が 母 語 で あ る 中 国 語 と 類 似 し て い

る こ と は 、 下 位 群 学 習 者 の 低 親 密 度 単 語 の 認 知 処 理 の 速 度

に 書 字 的 ・ 音 韻 的 干 渉 が 生 じ て い る と 考 え ら れ る 。  

 

（ 2） 誤 答 率  

 次 に 、 下 位 群 学 習 者 の 誤 答 率 の 分 析 結 果 を 検 討 す る 。 下

位 群 学 習 者 の 誤 答 率 の 平 均 値 、 標 準 偏 差 及 び 分 散 分 析 の 結

果 は 、 以 下 の 表 5 に 示 し た よ う で あ る 。  

 

表 5 下 位 群 学 習 者 の 誤 答 率 に 関 す る 分 析 結 果  
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 下 位 群 学 習 者 の 誤 答 率 に つ い て は 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語

の 種 類 （ 音 読 み ・ 同 根 語 、 音 読 み ・ 非 同 根 語 、 訓 読 語 ） と

親 密 度 の 高 低（ 高 親 密 度 、低 親 密 度 ）の 3×2 の 分 散 分 析 を

行 っ た 。 そ の 結 果 は 、 表 5 に 示 し た 通 り に 、 両 要 因 の 交 互

作 用 が 有 意 で あ っ た [F( 2 , 4 6 ) = 5 . 1 0 2 ,  p = . 0 1 0 , * ]。 種 類 と 親

密 度 の 両 要 因 に 対 し て 単 純 主 効 果 を 求 め た と こ ろ 、（ Ⅰ ）音

読 み ・ 同 根 語 、（ Ⅱ ） 音 読 み ・ 非 同 根 語 と （ Ⅲ ） 訓 読 語 の 刺

激 組 に お い て は 、 低 い 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 誤 答

率 が 高 い 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 よ り 有 意 に 高 い

［ F(1 , 2 3 ) = 3 8 . 5 2 1 , p = . 0 0 0 , * * * ； F( 1 , 2 3 ) = 2 9 . 8 6 8 , p = . 0 0 0 ,  

* * *； F( 1 , 2 3 ) = 2 3 . 9 7 6 , p = . 0 0 0 , * * *］。す な わ ち 、い ず れ の 刺

激 組 に お い て も 、 親 密 度 の 高 い 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 が 親 密

度 の 低 い 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 よ り 正 確 に 処 理 で き る こ と が

わ か る 。  

 更 に 興 味 深 い の は 、 低 い 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の

誤 答 率 に 関 し て は 、（ Ⅰ ）音 読 み ・ 同 根 語 の 方 が （ Ⅱ ）音 読

み ・ 非 同 根 語 よ り 高 い こ と で あ る [F( 2 , 4 6 ) = 5 . 4 1 0 , p = . 0 0 8 ,  

* * ]。こ れ は 、下 位 群 学 習 者 は 親 密 度 の 低 い 音 読 語 を 判 断 す

る 際 に 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 書 字 的 な 干 渉 を 受 け て 判 断
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の 正 確 さ が 低 く な っ て い る こ と を 意 味 し て い る 。  

 

（ 3） ま と め  

 以 上 の 分 析 か ら は 、 単 語 親 密 度 は 下 位 群 学 習 者 の 日 本 語

漢 字 二 字 熟 語 の 認 知 処 理 に 大 き く 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と

が 判 明 し た 。 下 位 群 学 習 者 が 親 密 度 の 低 い 日 本 語 漢 字 二 字

熟 語 よ り 親 密 度 の 高 い 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 迅 速 に 、 か つ

正 確 に 処 理 す る こ と が で き る 。 ま た 、 下 位 群 学 習 者 が 低 親

密 度 の （ Ⅰ ） 音 読 み ・ 同 根 語 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 処 理

す る 際 に 、 音 韻 表 象 と 書 字 表 象 が 中 国 語 に 最 も 近 い も の で

あ る に も か か わ ら ず 、 母 語 の 干 渉 で 反 応 時 間 が 遅 延 し 、 誤

り が 多 か っ た こ と も 明 ら か に な っ た 。  

 

6 . 3 .上 位 群 学 習 者 と 下 位 群 学 習 者 と の 比 較  

 以 上 で は 、 上 位 群 学 習 者 と 下 位 群 学 習 者 の 各 自 の 分 析 結

果 を 論 じ て き た が 、 日 本 語 の 語 彙 力 が 異 な る こ の 両 グ ル ー

プ の 結 果 に は 相 違 が 見 ら れ る か 否 か を こ の 節 で 検 討 す る 。  

 

（ 1） 反 応 時 間  

 最 初 に 、 上 位 群 学 習 者 と 下 位 群 学 習 者 の 各 刺 激 組 の 平 均

反 応 時 間 と 標 準 誤 差 を 以 下 の 図 1 に ま と め て み た 。  
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図 1 上 位 群 学 習 者 と 下 位 群 学 習 者 の 反 応 時 間 の 比 較 結 果 5  

 

 学 習 者 グ ル ー プ（ 上 位 群 、下 位 群 ）、日 本 語 漢 字 二 字 熟 語

の 種 類 （ 音 読 み ・ 同 根 語 、 音 読 み ・ 非 同 根 語 、 訓 読 語 ） と

親 密 度 の 高 低 （ 高 親 密 度 、 低 親 密 度 ） に お け る 2×3×2 の

分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 、 3 つ の 要 因 間 の 交 互 作 用 が 有 意 で

あ っ た [F( 2 , 1 0 0 ) = 3 . 1 2 2 , p = . 0 4 8 , * ]。そ こ で 、単 純 主 効 果 を

検 討 し た と こ ろ 、 両 グ ル ー プ は （ Ⅰ ） 音 読 み ・ 同 根 語 の 刺

激 組 と （ Ⅱ ） 音 読 み ・ 非 同 根 語 の 刺 激 組 に お け る 低 親 密 度

の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 処 理 に お い て は 有 意 な 結 果 が 見 ら

れ た が [F( 1 , 5 0 ) = 9 . 7 4 4 , p = . 0 0 3 , * *；F( 1 , 5 0 ) = 9 . 2 6 6 , p = . 0 0 4 ,  

* * ]、下 位 群 学 習 者 に 比 べ て 上 位 群 学 習 者 の 反 応 時 間 が 速 か

っ た 。つ ま り 、親 密 度 の 低 い 音 読 語 の 認 知 処 理 に お い て は 、

上 位 群 学 習 者 の 方 が 下 位 群 学 習 者 よ り 速 く 処 理 す る 傾 向 が

あ る と 考 え ら れ よ う 。  

 

（ 2） 誤 答 率  

 次 に 、上 位 群 学 習 者 と 下 位 群 学 習 者 の 誤 答 率 を 検 討 す る 。

                                                      
5  棒 グ ラ ブ の 上 部 に 示 し た の は 標 準 誤 差 で あ る 。  
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上 位 群 学 習 者 と 下 位 群 学 習 者 の 各 刺 激 組 に お け る 平 均 誤 答

率 と 標 準 誤 差 の ま と め は 、以 下 の 図 2 に 示 し た 通 り で あ る 。 

  

 

図 2 上 位 群 学 習 者 と 下 位 群 学 習 者 の 誤 答 率 の 比 較 結 果  

 

 上 位 群 学 習 者 と 下 位 群 学 習 者 が 各 刺 激 組 に 対 す る 誤 答 率

を 2（ 学 習 者 グ ル ー プ ） ×3（ 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 種 類 ）

×2（ 親 密 度 の 高 低 ） の 分 散 分 析 で 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 3

つ の 要 因 間 の 交 互 作 用 が 有 意 傾 向 で あ っ た [F( 2 , 1 0 0 ) =  

3 . 0 7 8 , p = . 0 5 0 ,† ]。 そ の 後 で 行 っ た 単 純 主 効 果 の 結 果 か ら

は 、次 の よ う な こ と が わ か っ た 。（ Ⅰ ）音 読 み・同 根 語 、（ Ⅱ ）

音 読 み ・ 非 同 根 語 と （ Ⅲ ） 訓 読 語 の す べ て の 刺 激 組 に お け

る 低 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 処 理 に お い て は 、 上 位

群 学 習 者 の 方 が 下 位 群 学 習 者 よ り 有 意 に 正 し く 処 理 す る こ

と が で き る [F( 1 , 5 0 ) = 1 5 . 5 7 8 , p = . 0 0 0 , * * *；F( 1 , 5 0 ) = 2 7 . 3 9 9 ,  

p = . 0 0 0 , * * *； F( 1 , 5 0 ) = 6 . 4 5 4 , p = . 0 1 4 , * ]。つ ま り 、低 親 密 度

の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 語 彙 性 判 断 で は 、 上 位 群 学 習 者 の

方 が 下 位 群 学 習 者 よ り 正 し く 判 断 す る 傾 向 が あ る 。  

 

（ 3） ま と め  
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 以 上 の よ う な 調 査 結 果 を ま と め て み る と 、 次 の 通 り で あ

る 。  

 反 応 時 間 に お い て は 、（ Ⅰ ）音 読 み・同 根 語 の 刺 激 組 と（ Ⅱ ）

音 読 み ・ 非 同 根 語 の 刺 激 組 に お け る 親 密 度 の 低 い 日 本 語 漢

字 二 字 熟 語 を 処 理 す る 場 合 で は 、 上 位 群 学 習 者 の 結 果 に 比

べ て 下 位 群 学 習 者 の 方 が 遅 く 処 理 す る 傾 向 が 見 ら れ る 。 こ

の こ と か ら 言 え る の は 、低 親 密 度 の 音 読 語 の 認 知 処 理 に は 、

下 位 群 学 習 者 が 受 け た 中 国 語 で あ る 母 語 の 干 渉 の 影 響 が 大

き か っ た こ と で あ る 。（ Ⅰ ）と（ Ⅱ ）の よ う な 音 読 語 の 認 知

処 理 で は 、 日 本 語 と 中 国 語 の 音 韻 表 象 が 二 つ 同 時 に 活 性 化

さ れ て い る が 、 日 中 両 言 語 の 音 韻 表 象 の 活 性 化 に よ る 抑 制

（ inh a b i t a t i o n） 効 果 が 下 位 群 学 習 者 の 低 親 密 度 単 語 の 語

彙 性 判 断 に 大 き く 影 響 し 、 反 応 時 間 が 遅 延 す る こ と に な っ

た 。 言 語 間 の 抑 制 効 果 は 二 つ の 言 語 の 語 彙 表 象 が 同 時 に 存

在 す る こ と に よ っ て 起 こ る 効 果 で あ る た め 、（ Ⅲ ）訓 読 語 の

よ う な 中 国 語 に 存 在 し な い 単 語 の 処 理 に は 起 こ ら な い 。  

 一 方 、 誤 答 率 に お い て は 、（ Ⅰ ）、（ Ⅱ ） と （ Ⅲ ） の す べ て

の 刺 激 組 に お け る 親 密 度 の 低 い 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 処 理

す る 場 合 で は 、 下 位 群 学 習 者 が 誤 っ て 語 を 同 定 し て い る こ

と が 多 か っ た 。 す な わ ち 、 低 い 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟

語 が 日 本 語 と し て 正 し い か ど う か の 最 終 的 な 判 断 で は 、 学

習 者 自 身 の 日 本 語 の 語 彙 力 が 強 く 影 響 し て い る こ と が わ か

っ た 。 こ れ ま で に も 日 本 語 の 漢 字 語 処 理 の 正 確 さ が 日 本 語

学 習 者 の 日 本 語 の 語 彙 知 識 と 関 係 が あ る と す る 研 究 （ 大 和

201 1） が あ る が 、 本 研 究 は 、 学 習 者 の 日 本 語 の 語 彙 知 識 が

影 響 を 与 え た の は 低 い 親 密 度 の 漢 字 語 で あ る こ と を 実 証 し

た 。  

 

7 .リ サ ー チ ・ ク エ ス チ ョ ン の 再 考  

 以 下 で は リ サ ー チ ・ ク エ ス チ ョ ン に 従 い 、 本 研 究 で 行 っ
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た 語 彙 性 判 断 課 題 を 通 し て 明 ら か に し た 結 果 を 述 べ る 。  

 

①  台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 認 知 処 理 に

お い て は 、 学 習 者 の 日 本 語 単 語 親 密 度 は 処 理 の 迅 速 さ と

正 確 さ に 如 何 な る 影 響 を 与 え る の か 。  

 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 が 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 認 知 す る 際

に 、 日 本 語 の 単 語 親 密 度 に よ る 影 響 が 見 ら れ た 。 特 に 、 日

本 語 の 語 彙 力 の 低 い 学 習 者 に と っ て は 、そ の 影 響 が 大 き く 、

単 語 親 密 度 の 低 い も の に 比 べ て 単 語 親 密 度 の 高 い 日 本 語 漢

字 二 字 熟 語 を 迅 速 に 、 か つ 正 確 に 処 理 す る こ と が で き る 。

一 方 、 語 彙 力 の 高 い 学 習 者 の 認 知 処 理 に は 、 心 内 の 音 韻 表

象 だ け が 中 国 語 に 近 い （ Ⅱ ） 音 読 み ・ 非 同 根 語 の 刺 激 組 を

除 き 、 判 断 の 迅 速 さ と 正 確 さ も 単 語 親 密 度 に よ る 影 響 を 受

け て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

②  そ の 調 査 結 果 は 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 の 語 彙 力 に

影 響 を 受 け る の か 。  

 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 の 語 彙 力 に よ る 影 響 は 、 単

語 親 密 度 の 低 い 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の み に 観 察 さ れ た 。 語

彙 力 の 低 い 学 習 者 が 低 親 密 度 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 を 処 理

す る 際 に 、 日 中 両 言 語 間 の 音 韻 表 象 の 活 性 化 に よ る 抑 制 効

果 を 受 け て 音 読 語 の 反 応 時 間 が 遅 延 し て お り 、 最 終 的 な 判

断 の 誤 り が 語 彙 力 の 高 い 学 習 者 に 比 べ て 多 か っ た 。  

 

8 .ま と め と 今 後 の 課 題  

 前 述 し た よ う に 、 日 本 語 と 中 国 語 の 両 言 語 に は 多 く の 漢

字 語 が 共 有 さ れ て い る た め 、 中 国 語 を 母 語 と す る 学 習 者 は

他 の 言 語 の 日 本 語 学 習 者 に 比 べ て 有 利 で あ る と 言 わ れ て い

る 。 し か し 、 本 研 究 の 調 査 を 通 し て 明 ら か に な っ た の は 、

台 湾 人 日 本 語 学 習 者 が 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 語 彙 性 判 断 を
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す る 際 に 日 本 語 単 語 親 密 度 の 影 響 を 受 け 、 ま た そ の 影 響 の

度 合 い は 日 本 語 学 習 者 の 語 彙 力 に よ っ て 異 な っ て い る こ と

で あ る 。  

 本 研 究 の 結 果 か ら 、 日 本 語 教 育 へ 示 唆 で き る の は 、 台 湾

人 日 本 語 学 習 者 の 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 学 習 の 重 要 性 で あ

る 。 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 は 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の 母 語 で あ

る 中 国 語 と 同 じ 表 記 形 態 を し て い る も の が 多 い た め 、 学 習

者 に は 容 易 に 習 得 で き る と 思 い が ち で あ る が 、 本 研 究 の 結

果 か ら わ か っ た の は 、 学 習 者 の 中 国 語 の 語 彙 知 識 が 必 ず し

も プ ラ ス に 働 く わ け で は な く 、 日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 認 知

に は 学 習 者 が そ の 単 語 の 馴 染 み の 程 度 と 日 本 語 の 語 彙 力 に

大 き く 関 わ っ て い る こ と で あ る 。 そ の た め 、 日 本 語 漢 字 二

字 熟 語 を 意 識 的 に 提 示 し 、 日 本 語 の 語 彙 と し て 学 習 さ せ る

必 要 が あ る と 考 え る 。  

 本 研 究 で は 文 字 提 示 に よ る 実 験 を 行 っ た が 、 今 後 は 、 聴

覚 提 示 に よ る 実 験 の 結 果 と 比 較 し 、 台 湾 人 日 本 語 学 習 者 の

日 本 語 漢 字 二 字 熟 語 の 認 知 プ ロ セ ス に お け る 単 語 親 密 度 の

影 響 の 全 貌 を 究 明 し て い き た い 。  
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付 記  

 本 研 究 は 103 年 度 科 技 部 専 題 研 究 「 架 構 台 灣 人 日 語 學 習

者 的 日 語 單 字 熟 悉 度 資 料 庫 (Ⅲ )： 運 用 語 音 刺 激 提 示 的 日 語

單 字 熟 悉 度 調 查 」（ NSC 1 0 3 - 2 4 1 0 - H - 0 3 1 - 0 2 3 -）の 研 究 成 果 の

一 部 で あ る 。 ま た 、 本 研 究 は 201 5 年 7 月 4 日 に 「 201 5 年

度 日 本 語 教 育 学 会 第 4 回 研 究 集 会 」 に お い て 口 頭 発 表 し た

も の を 加 筆 し た も の で あ る 。  
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